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1. まえがき 

近年、直径 5mm以下の微細なプラスチック

（マイクロプラスチック、以下：MPs）が世界

の海洋環境中に大量に存在することが明らか

になり、海洋生態系への悪影響が懸念されてい

る。マイクロプラスチックは、いずれも石油製

品であり、毒性の強い汚染物質を吸収しやすい

特性があり、その結果 MPsを海洋生物が誤飲す

ることで、物理的に体内組織を傷つけるだけで

なく、汚染物質を生物の組織内に移行すること

が報告された。したがって、最終的には人類に

も影響が懸念されているが、各地域の MPs汚染

実態は以前不明で、海域に流出した MPsは、回

収することが困難であり、削減には周辺住民の

正しい知識と理解が重要である。 

今回調査対象となった船橋市では、船橋市内を

流れる海老川、真間川といった一級河川の流れ

先が東京湾に面しており、東京湾に浮遊する

MPs の個数に船橋市民が直接関係している可

能性もあり、海洋プラスチックごみの発生起源

に対する効果的な制御策などを検討し、自然環

境の保全と地域社会の発展を目指す必要があ

るため調査対象とした。 

本研究では，船橋市内を流れる二つの河川

（海老川、真間川）と海における MPs の個数、

種類、大きさのどのくらいかを継続的に調査し、

マイクロプラスチックの実態を把握すること

を目的とする。 

本報告では，以下の事態観測結果について報

告する。  

 

2. 調査方法 

本研究では、定常的な汚染実態の把握を行う

ため、河川底質及び海底土中のMPsの個数の状

況を把握した。サンプリングは港研式グラフ採

泥器を用いて海洋観測指針に沿って3回採泥し、

写真-1に示すようにステンレスバット上で混

合させてハイベッセル容器にて約1kgを持ち

帰った。採取したサンプルは粒度試験用とMPs

分析用に分けた。調査は2020年6月から公共用

水域調査と併せて毎月同地点にて実施した。通

過質量百分率はJIS A 1204:2009にのっとり実

施した。 

青の地点で西から船のり、船①、船② 

黄色の地点が真間川 

赤色の地点が海老川で、西から北本町、八千代

橋、八栄橋である。 

 

3. 実験方法および測定方法 

分析方法 

乾燥後ヨウ化ナトリウム水溶液（密度

1.5g/cm3）に浸漬させ、超音波をかけながら攪

拌した。その後オーバーフロー法にて上澄み液

を回収する。上澄み液をろ過し、過酸化水素で

洗浄後乾燥させる。ここで明らかにMPsではな

いと思われるものは目視にて分別した。そして

残ったものは画像解析ソフト(Image J)を用い

てサイズ、個数を計測した。 

試料を乾燥後ヨウ化ナトリウム水溶液（密度

1.5g/cm3）に浸漬させる。その後、超音波をか

けながら攪拌する。 

船橋市周辺より採取したサンプルをふるい

にかけ、ろ過し、乾燥させた後にろ過したもの

の質量を量り、各地点の通過質量百分率を出す。 

 

4. 実験結果および検討 

1.通過質量百分率 

 土は大小さまざまな土粒子が集合して形

成されており、その土粒子の大きさを粒径とい

う。土質の分野では、粒径の大きさによってそ

れぞれ名前がつけられており、土粒子は大きく

分けて4つに分類することができる。細かい粒

子からそれぞれ粘土（5μm）、シルト（5〜

 
Fig.1 本研究における調査地点 
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75μm）、砂（75μm〜2mm）、礫（2〜75mm）

の呼び名が付けられている。また、土質力学で

は粒径が75 [mm] までは土、それ以上は岩石

として扱われる。実際の土には粘土、シルト、

砂、礫がそれぞれ混合しており、シルトと粘土

が全体の50%以上含有されている土を実際の

土には粘土、シルト、砂、礫がそれぞれ混合し

ており、シルトと粘土が全体の50%以上含有さ

れている土を細粒土という。一方、砂と礫が

50%以上含有されている土を粗粒土という。ま

た、粗粒土の中でも砂が多ければ砂質土、礫が

多ければ礫質土と呼ぶ。様々な粒径の土粒子が

どのくらい割合で混合されているのかを表し

たものを粒度という。粒度を調べる試験を粒度

試験といい、粒度試験はふるい分析と沈降分析

に分けられますふるい分析はふるいに試料を

投入し、ふるいに残った試料の質量を測定する

ことで土試料の通過質量百分率を計算する方

法である。通過質量百分率とは、ある粒径より

細かい土粒子の質量がどれくらいあるかを百

分率で表したものである。この試験では土試料

を網目の粗いふるいから順に通していく必要

があり、網目の大きさは、2.000mm，0.850mm，

0.425mm，0.250mm，0.106mm，0.075mm，

0.063mm，0.045mmの8個存在する。それぞれ

のふるいに残った土粒子を水を使って取り出

し、質量を測定することで粒径と質量の関係を

求める。また、ふるい分析による通過質量百分

率は下記のように求める。 

 

通過質量百分率＝100－加積残留率 

 

加積残留率＝（加積残留土質量／Σm）×100 

 

含水率＝（加積残留土質量／全体の土の質量）

×100 

 

海洋の方の調査結果は船①，船②は、1回目

2回目ともに通過率が高く柔らかい土だった。

それに対して船のりは，全体的に通過率が低く，

土が固いことが判明．河川に関しては，柳橋（真

間川）のみ通過率が高く土が柔らかかった．そ

れに対して，長殿橋（二重川），金堀橋（桑納

川），八千代橋，八栄橋，北本町，さくら橋（海

老川）は，通過率が低く土が固いことが判明し

た。 

 この結果を見ると、真間川のMPsの堆積個

数が少なく、海老川の堆積個数が圧倒的に多い

ことがわかる。このことから通過率が高く柔ら

かい土質の真間川では、MPs堆積せずそのまま

流れ、対して通過率の低く硬い土質の海老川で

はMPsが流れにくく堆積しやすい。以上の理由

から、土の通過率（土の硬さ）とMPsの堆積に

は相関関係があるといえる。 

 

5. まとめ 

MPsの堆積には気候などの外的要因が関係

していると仮定し、前述の調査と合わせて公共

用水域調査を実施した。今回特に着目したのは

水深に関してである。柳橋、金堀橋、長殿橋の

3つの河川の水深を見ると3つとも水深は浅く

MPsが堆積しにくい地形といえる。それに対し

て海洋の調査結果は船①，船②ともに水深が深

く船のりのみ浅くなっている。船①，船②には

多量のMPsが堆積しているにもかかわらず、船

のりにはほとんど堆積していない。以上の事か

ら地形とMPsの個数にも密接な関係があるこ

とが示された。 

以上をまとめると、堆積は主に流量、地形、

気候など外的要因が関係しており、MPsの流入

源は主に船橋市の河川であることがわかった。

船橋市のホームページを閲覧してもMPsに関

する記事はあまりなく住民にこれらの問題が

あまり伝わっていない印象を受けた。そのため

には情報の拡散を増やし船橋市民への認知を

高める必要性があり、プラスチックの使用を極

力控えるよう呼びかけることが大切である。コ

ロナの問題もあるが環境問題は焦らずしっか

り前に進めていきたい。 
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